
 

 

 

 

 

 

園だより 
2021年５月 

だいいちキッズルーム南津守園 

2021年度がスタートしました！ 

入園、進級から１か月が過ぎ 子ども達はお友達と毎日一緒に楽しく過ごしています。 

そんな、様子を見て 私たちも幸せになります。 

さわやかな風に暖かい日差し、外遊びや散歩が気持ちの良い季節になりましたね。 

園では、ひまわりと風船かずらの種を 畑にまきました。小さな手に一粒の種を 

握りていねいに植え 芽が出てくるのを楽しみに、みんなでお世話をしていきたいと 

思っています。 

そして、かわいいお花や虫も探しに どんどん散歩にでかける予定です。 

 早起きして みんなで探検にいこうね！ 

  

園の様子 

園からのお願いとお知らせ 

⚫ 生活リズムがくずれやすいので 

早寝早起きをするように お願い致します。 

⚫ さわやかな季節になり 日中の温度差が 

ありますので 気温に応じて着脱がしやすい 

⚫ 薄手の衣服を ご用意頂けます様お願い致し

ます。 

 

 

♪今月の歌♪ 

⚫ こうのぼり 

⚫ さんぽ 

 

 

子どもの日って？？ 

5月 5日は、もともと「端午の節句（たんごのせっく）」として男の子の健やかな成長を祝う

風習がありました。端午の節句は、奈良時代に中国から伝わったとされ、「端」＝「はじめ」

という意味と、「午」と「五」の読みが同様であることから、 

5月 5日を指して全国に広まったとされています。「こどもの日」が 

制定された現在においては、端午の節句で広まった風習は 

残っているものの、男女の別なく子ども達の成長を 

祝う行事として定着しています。 

 

なんで菖蒲の花を飾るの？？ 

菖蒲（しょうぶ）は、昔から薬草として、疲れをとったり傷を癒したりする 

目的で用いられてきました。また、香りが強いことから厄除けとしても使われ、 

古くから菖蒲湯や菖蒲酒などが人々に広く親しまれてきました。 

こどもの日に菖蒲の葉を飾ったり菖蒲湯につかったりすることには、 

子どもの無病息災を願うという意味が込められているのです。 

子どもの日の豆知識 

今月の予定 

⚫ お弁当日和 

⚫ 避難訓練 

⚫ 身体測定 

 

 


